









　敢　動力革命 　　 石炭エネルギーから電力エネルギーへ 　　 
　柑　交通機関の技術的変革
　桓　素材生産の変革






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　xy－z = xf（x）－φ［ f（x）］
最高可能な利潤は，追加売上げと追加費用が等しい販売価格において得ら
れる。つまり，










































































































































































































































































































































　　P = K + pm
１単位当たりの商品の可変費用は，さらに賃金Lと比例的材料費sに分かれる。
　　p = L + s
１単位あたりの商品の生産に必要な労働時間をt，時間賃金をlとすると，
　　L = t l
したがって，総生産費用は，より細かくは，次のように表わされる。







　　P +ΔP =（ K +ΔK ）+（ t +Δt ）l m + sm
新しい機械導入による生産諸費用の変化は，以下のごとくである。




























　　－mΔt（ a + u ）
これに対して合理化による資本家的費用の節約は次のとおりである。
　　ΔP = ΔK + lmΔt
合理化による資本家的費用の節約が社会的費用より大きい場合にのみ，全体的に利益
となる。
　　－ΔP＞－mΔt（ a + u ）
したがって次の場合である。
　　ΔK＜－mΔt（ l －a －u ）
反対にΔK＞－mΔt（ l －a －u ）ならば，技術的転換による個々の企業の節約を失業者
のための社会的負担が上まわることを意味する。この場合，技術的な転換は，社会的な
立場からすれば誤った合理化である。次の場合が考えられる。















































































































































































































































































































































































１）本稿では，便宜上，同じ年に無修正の形で出版された，Büchergilde Gutenberg, Berlin 
１９３１の版を用い，以下著書をRationalisierungと略記する。なお，本書は，Oto Bauer 
















の一端を示している（Oto Bauers Brief an Karl und Louise Kautsky, ６. Oktober １９３１, 





























１０）Bauer, Rationalisierung, S.２５-２６（WA., S. ７３７）.
１１）以上，本項全体は，ebenda, S.２１-２７（WA., S.７３３-７３８）による。




















































４４）Ebenda, S.１２８-１２９（WA., S.８２５-８２６）. なお，フーバーと『産業における無駄について』
に関しては，森杲，前掲書，１５０-１５１頁を参照。
































６８）バウアーの注によるが，彼が利用したのは，Cournot, Untersuchungen über die 
mathematischen Grundlagen der Theorie des Reichtum，Jena １９２４,である。これは，１８３８
年のクールノーの著書のドイツ語版だと思われる。
６９）Bauer, Rationalisierung, S. １５４（WA., S.８４７-８４８）.
７０）Ebenda, S.１５６-１５７（WA., S.８４９-８５０）.
７１）Ebenda, S.１５７-１５８（WA., S.８５０-８５１）.
７２）Ebenda, S.１５８（WA., S.８５１）. バウアーは，注で次の典拠を示す。Schumpeter, Der 
Unternehmer in der Volkswirtschaft von heute, in : Strukturwandlungen der deutschen 
Volkswirtschaft, Bd.１, hrsg. v. Harms, S.３０８f.
７３）Ebenda, S. １５９-１６０（WA., S.８５２-８５３）.




７８）Ebenda, S.１６５（WA., S.８５８-８５９）. バウアーは，注で次の典拠を示す。Sombart, Der 
modern Kapitalismus, Bd.３, München １９２７, S.８８８.
７９）Ebenda, S. １６５-１６７（WA., S.８５９-８６０）.
８０）Ebenda, S. １６７（WA., ８６０）.
金沢大学経済論集　第３４巻第１号　　２０１３.１２
－５６－
８１）Ebenda, S.１６７-１６８（WA., S.８６０-８６１）. なお，バウアーが示すシュマーレンバッハとク
ラークの典拠を次に示しておく。Schmalenbach, Grundlagen der Selbstkostenrechnung 









８９）Ebenda, S.１８４-１８５（WA., S.８７４-８７５）. なおバウアーが示すウェーバーに関する出典は，
次のとおりである。Weber, Wirtschaft und Geselschaft, in : Grundriß der Sozialökono-
mik, ３. Abteilung, S.４４f.
９０）Ebenda, S.１８５-１８７（WA., S.８７５-８７６）.
９１）Ebenda, S.１７１-１７５（WA., S.８６３-８６７）. なお，WA.は，内容こそ変わらないものの，この
箇所をかなり修正して掲載している。
９２）Ebenda, S.１８８-１８９（WA., S.８７８）.
９３）Ebenda, S.１８９（WA., S.８７８-８７９）. なおバウアーが示す典拠は次のとおりである。
Marx, Das Kapital, Volksausgabe, Ⅱ, S.１４７。なお，バウアーはすでにその処女論文「マ
ルクスの経済恐慌論」（Oto Bauer, Marx’Theorie der Wirtschaftskrisen, In： Die Neue 
Zeit, ２３.Jg., Bd. １,１９０５）において，固定資本の更新の特殊な性格に注目して恐慌の周
期性を説明する景気循環論的恐慌論を論じている。
９４）Ebenda（WA., S.８７８）.

























１０４）拙著『ルドルフ・ヒルファディング 　　 帝国主義論から現代資本主義論へ 　　』御
茶の水書房，２０１１年，第５章第２節の棺を参照。

